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日本ユネスコ国内委員会科学小委員会 

人間と生物圏 (MAB)計画分科会関係活動に関する報告 

 

※所属・職名等は当時のものを記載しております。 

 

東アジア生物圏保存地域ネットワーク（EABRN）ステアリング・コミッティ臨時会合の開催 

令和2(2020)年10月20日に、東アジア生物圏保存地域ネットワーク会合ステアリング・コミ

ッティ臨時会合がオンラインで開催され、文部科学省担当官が参加しました。 

本会合では、コロナウイルス感染拡大における各国のユネスコエコパークへの影響や課

題に関する情報交換の他、令和3(2021)年に中国・昆明で開催予定の第15回生物多様性

条約締約国会議（COP15）に向けてEABRNとしてどのようにプレゼンスを高めるか、令和3年

のEABRNの活動について意見交換が行われました。なお、第16回東アジア生物圏保存地

域ネットワーク会合については、令和2年にモンゴルで開催予定でしたが、令和3年に延期さ

れています。 

 

東南アジア生物圏保存地域ネットワーク（SeaBRnet）オンライン会合等の開催 

令和 2 年にインドネシア・ロンボクで開催予定だった第 13 回東南アジア生物圏保存地域

ネットワーク会合については令和 3 年に延期されることとなり、令和 2 年 7 月 16 日にユネ

スコ・ジャカルタ事務所主催の MAB ウェビナー会合「新たな持続可能性のために刷新する

ユネスコエコパーク：SeaBRnet の新型コロナウイルスのパンデミックへの対応」が開催され、

新型コロナウイルス感染拡大の現状や課題、いかにしてニューノーマルに移行するかに関

するアイデア等が日本、タイ、ミクロネシア、ベトナム、インドネシアの代表から共有されました。

我が国からは飯田義彦筑波大学准教授が登壇し、パンデミックの影響に関するアンケート

調査の結果を基に、会議のオンライン化、ユネスコエコパーク産品のウェブマーケティングの

実施、ニューノーマルにおける BR の管理運営戦略の策定等、コロナ禍での新たな取組状

況について紹介がありました。 

なお、本ウェビナーは日本の信託基金による支援で開催され、会合の冒頭にはシャバス・

カーン ユネスコ・ジャカルタ事務所長より、日本への謝意が表明されました。 
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また、令和 2年 11月 26日には SeaBRnet特別オンライン・セッションが開催され、日本か

らはアイーダ・ママードヴァ金沢大学准教授がパネリストとして、コロナ禍での白山ユネスコエ

コパークにおけるユース教育について発表しました。本会合についても、日本信託基金の

支援により実施されました。 

 

第 32回 MAB計画国際調整理事会 

令和 2年 10月２７日～28日に、第 32回 MAB 国際調整理事会がオンラインにて開催さ

れました。本会合では「人間と生物圏計画」戦略に基づく「リマ行動計画」の履行状況につい

て共有された他、MAB 若手研修者奨励賞の受賞者決定、技術的ガイドライン作成の進捗、

ユネスコエコパークの質の向上等について議論が行われました。なお、新規ユネスコエコパ

ークの登録や定期的レビュー地域についても審議され、ユネスコエコパークの合計数は 129

か国 714サイトとなりました。 

次回の第 33 回 MAB 計画国際調整理事会は、新型コロナウイルス感染拡大の状況を鑑

みながら、令和 3(2021)年夏ごろに開催される予定です。 

 

MAB計画 50周年 

  令和 3 年は、MAB 計画が開始して 50 周年を迎えることから、MAB 計画では、政府や地

方自治体のみならず、ユネスコエコパークのコミュニティに関わる研究者、ユース、住民、学

校など幅広い層を巻き込み、この 50周年を盛り上げることとしています。 

  ユネスコでは、これを契機に MAB 計画 50 周年のウェブサイトを構築し、これまで呼びか

けてきた「#ProudToShare」という 1 分間の紹介動画の公開や、各ユネスコエコパークのビジ
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ュアル素材の活用によって発信力の強化を図っています。このウェブサイトには、イオン環

境財団の協力で作成、公開された日本ユネスコエコパークネットワーク（JBRN）による日本の

ユネスコエコパークのプロモーション動画の英語版も掲載されています。このほかに、ユネス

コでは MAB 計画 50 周年記念ビジュアル・アイデンティという複数種類のイラストやエンブレ

ム（日本語版デザイン含む）を作成しており、各ユネスコエコパークのイベント等でこれらの

活用を推奨しています。 

   

 

 

ユネスコ MAB計画 50 周年ウェブサイト：https://en.unesco.org/mab/50years 

JBRNによる日本のユネスコエコパークのプロモーション動画： 

日本語版（YouTube リンク）： https://youtu.be/BtOicniNDQw 

英語版（ユネスコウェブサイトより）：  https://en.unesco.org/news/japanese-biosphere-

reserves-review-50th-anniversary-unescos-mab-programme 

 

ユネスコ未来共創プラットフォーム事業 

令和元(2019)年 10 月にまとめられた日本ユネスコ国内委員会建議「ユネスコ活動の活性

化について」に基づき、文部科学省では令和２年度から、世界や地域の課題解決に資する

ユネスコ活動の活性化に向けて、ユネスコ活動に関心や実績を持つステークホルダーに加

え、SDGsの実現に向けた取組等を進める多様なステークホルダーの知見を得て、国内のユ

ネスコ活動拠点ネットワークの戦略的整備と先進的なユネスコ活動の海外展開を一体的に

推進する体制を構築することを目的とした「ユネスコ未来共創プラットフォーム事業」を実施

しています。 

 本事業において、国際的な動向を踏まえた管理運営を推進することを目的とした国内ユネ

スコエコパークの実務者ワークショップの企画及び開催を日本自然保護協会へ委託し、令

和 3年 2月までにオンラインで開催した合計 5回の BRセミナーや MAB Japan News Letter

https://en.unesco.org/news/japanese-biosphere-reserves-review-50th-anniversary-unescos-mab-programme
https://en.unesco.org/news/japanese-biosphere-reserves-review-50th-anniversary-unescos-mab-programme
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（InfoMAB）等を通じた発信など、定期報告に関する情報交換や国内外の事例の共有を図

っています。なお、第 2回 BRセミナーでは、松田MAB分科会調査委員が登壇されました。 

 

ユネスコエコパーク実務者向けワークショップ（BRセミナー）＜オンライン＞： 

第１回（令和２年 10月 19日） 

 国内のユネスコ活動拠点ネットワークの戦略的整備と BRにおける活動の海外展開に向

けて 

 BRの制度強化に向けた優れた事例の共有と実践活動について 

第 2回（令和 2年 12月 3日） 

 第一世代における定期報告作成状況と第二世代の定期報告作成に向けた課題 

https://youtu.be/tA--duQ5W-0 

 

第 3回（令和 3年１月 20日） 

 海外における定期報告作成事例 

 綾 BRの定期報告進行状況について 

https://youtu.be/xydu5K-vN7c 

 

第 4回（令和 3年 2月 5日） 

 韓国におけるユネスコエコパークの現状 

 

第 5回（令和 3年 2月 17日） 

 日本におけるジオパークとエコパークの関係性 

 

また、ユネスコ未来共創プラットフォーム事業全国セミナーが令和 3年 2月 27日にオンラ

インで開催され、「多様な主体のパートナーシップと協働によるユネスコの理念と SDGs への

貢献〜国際平和と持続可能な社会づくりのために〜」をテーマにして、我が国のユネスコ加

盟 70 周年を契機としたユネスコの理念と SDGs への貢献のためのパートナーシップと協働

の推進についてトークセッションや、教育、自然科学、文化それぞれの分野についてユネス

コの理念と SDGs 実現への貢献に関するセッションが行われ、さらにはユネスコ事務局で勤

務する日本人職員から事務局における業務や日本の関係者への期待が述べられました。

自然科学セッションでは、松田 MAB 分科会調査委員よりユネスコエコパークに関する紹介

が行われ、学生や青年会議所の関係者とともにユネスコエコパークやユネスコ世界ジオパ

ークをはじめとする自然科学分野でのユネスコ活動に関する意見交換が行われました。 

 

日本ユネスコエコパークネットワーク（JBRN） 

  新型コロナウイルスの影響により、令和２年に白山で予定されていた日本ユネスコエコパ

https://youtu.be/tA--duQ5W-0
https://youtu.be/xydu5K-vN7c
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ーク（JBRN）大会は令和 3 年７月に延期となり、令和 3 年１月 28 日～30 日に屋久島で開催

予定だった JBRN 現地ワーキンググループについても、緊急事態宣言の発出のため見送る

こととなったことから、1 月 29 日にオンラインにおいて運営ワーキンググループが開催されま

した。 

運営ワーキンググループでは、ユネスコエコパークに関連する動きやイオン環境財団との

連携事業について報告があったほか、ポスターやパネルデータ、エコバックなどの普及啓発

資材制作、令和 3 年度事業計画、各種イベント・国際会議等について協議されました。また、

このほかに、JBRN紹介ビデオや、令和 3年の JBRN大会総会及び併催シンポジウムなどに

ついて情報共有が行われました。 

JBRN 紹介ビデオについては、イオン環境財団の支援のもと、日本の各ユネスコエコパー

クが紹介された動画となっており、日本語版が令和２年 12 月に公開されました。さらに、英

語版が完成し、金沢大学の協力によりロシア語版も作成されています。英語版については

ユネスコの MAB 計画 50 周年特設ウェブサイトにも掲載されたほか、EABRN 加盟国、

SeaBRnet加盟国にも共有されており、ユネスコや諸外国からも好評を得ています。 

JBRNによる日本のユネスコエコパークのプロモーション動画（YouTube リンク（再掲））： 

日本語版   ： https://youtu.be/BtOicniNDQw 

英語版   ： https://youtu.be/ehkTKrWcx4Y 

ロシア語版 ： https://www.youtube.com/watch?v=vQdhZBdGZFU 

https://youtu.be/BtOicniNDQw
https://youtu.be/ehkTKrWcx4Y
https://www.youtube.com/watch?v=vQdhZBdGZFU

